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序

　
「
印
は
秦
漢
を
宗
と
せ
よ
」
と
い
う
。
古
今
の
印
人
達
は
み
な
秦
漢
印
の
真

味
を
追
求
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
で
摂
取
し
表
現
の
糧
と
し
て
き
た
。
ま
た
、

篆
刻
を
「
方
寸
の
藝
術
」
と
呼
ぶ
の
は
、
範
と
す
る
秦
漢
時
代
の
官
印
が
方
一

寸
（
今
の
二
三
・
四
ミ
リ
）
に
規
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
。

　

た
だ
し
「
秦
漢
」
と
い
う
も
の
の
、
戦
国
も
秦
漢
も
三
国
以
降
も
、
す
べ
て

ひ
と
く
く
り
に
「
秦
漢
」
と
呼
ん
で
い
た
か
ら
、
当
時
の
印
人
の
目
標
は
、
時

代
の
判
ら
な
い
古

や
遺
例
の
少
な
い
秦
印
よ
り
も
「
漢
」
が
主
体
で
あ
っ
た

と
い
っ
て
よ
い
。

　

漢
印
と
一
口
に
い
っ
て
も
風
格
は
様
々
で
あ
る
。
あ
る
者
は
漢
印
の
斉
整
温

雅
な
る
も
の
を
尊
び
、
あ
る
者
は
渾
厚
素
樸
な
る
も
の
を
範
と
し
、
ま
た
あ
る

も
の
は
そ
の
疎
落
自
然
を
喜
ん
だ
。
日
中
の
名
家
達
が
ど
の
よ
う
に
漢
印
を
受

容
し
消
化
し
て
き
た
の
か
概
観
し
て
み
た
い
。

一
、
秦
漢
印
の
風
格

　

印
の
使
用
は
戦
国
時
代
に
始
ま
り
、
六
国
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
印
制
の
も
と

多
様
な
展
開
を
み
せ
て
い
た
が
、
秦
の
天
下
統
一
に
よ
り
全
国
共
通
の
印
制
が

確
立
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
上
・
下
・
官
・
私
の
別
な
く
「

（
璽
）」
と
い
っ

て
い
た
が
、皇
帝
の
み
が
璽
を
使
用
し
、臣
下
の
も
の
を
印
と
称
し
て
区
別
し
た
。

（「
印
」
字
の
使
用
は
こ
れ
に
始
ま
る
）
文
字
は
、
戦
国
古

の
自
由
奔
放
を
抑

え
て
、
統
一
文
字
で
あ
る
秦
篆
（
小
篆
）
を
ベ
ー
ス
に
平
静
な
も
の
と
な
っ
た注１

（
図
１
）。

日
中
印
人
の
漢
印
受
容
―
近
代
篆
刻
の
源
流
―
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こ
の
秦
印
を

擬
し
た
例
は
各
家
に
亘
り
散
見
さ
れ
る
（
図
２
・
３
・

４
）
が
、
い
ず
れ
も
「
仿
漢
」
と
意
識
さ
れ
て
い
た注２
。
ま
た
、
丁
敬
（
敬
身
、

一
六
九
五
～
一
七
六
五
）
以
降
の
浙
江
出
身
の
印
人
の
間
に
は
、
図
５
～
９
の

よ
う
な
朱
文
の
作
風
が
踏
襲
さ
れ
た
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
戦
国
古

に
倣
っ
た

も
の
で
あ
る
が
、
み
な
「
秦
に
仿
う
」、「
漢
銅
印
に
仿
う
」「
秦
人
印
に
仿
う
」、

「
秦
印
に
儗
す
」
と
誤
認
し
て
い
る
。

　

当
時
の
印
学
で
は
時
代
の
区
分
が
判
ら
な
か
っ
た
。
金
石
碑
碣
に
比
し
て
遅

れ
て
い
た
古
銅
印
の
研
究
は
、
清
末
に
な
っ
て
よ
う
や
く
進
歩
を
み
せ
る
の
で

あ
る注３
。

１
秦
官
印

　
〈
灋
丘
左
尉
〉

２
趙
之
琛

　
〈
觀
酉
〉

３
徐
三
庚 〈
譙
國
〉

４
呉
昌
碩
〈
相
思
得
志
〉

５
丁
敬
〈
南
敍
子
〉

６
奚
岡
〈
處
素
〉

７
趙
之
琛
〈
寳
三
〉

８
徐
三
庚
〈
恆
矢
〉

９
趙
之
謙 〈
鄭
齋
〉
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さ
て
、
当
時
の
印
は
主
に
封
緘
に
用
い
ら
れ
た
。
木
竹
簡
等
の
文
書
を
封
じ

る
粘
土
に
印
を
押
入
し
、開
封
を
禁
ず
る
と
同
時
に
、圧
出
さ
れ
た
印
文
に
よ
っ

て
発
信
者
が
示
さ
れ
た
（
図
10
）。
こ
れ
を
封
泥
と
い
い
、
物
品
な
ど
の
管
理

に
も
同
様
の
方
法
が
と
ら
れ
、
秦
漢
時
代
に
制
度
化
さ
れ
た
。
こ
の
封
泥
の
遺

例
が
集
成
さ
れ
初
め
て
の
研
究
専
書
が
世
に
出
る
の
は
清
末
の
頃
で
あ
る注４
。
呉

昌
碩
（
俊
卿
、
一
八
四
四
～
一
九
二
七
）
は
こ
れ
を
印
に
応
用
し
て
成
果
を
上

げ
た
（
後
述
）。

　

漢
代
に
な
る
と
秦
の
印
制
を
拡
充
し
、
官
位
の
上
下
に
よ
り
印
の
材
質
、
紐

式
、
綬
色
も
区
別
さ
れ
た注５
。
更
に
内
臣
の
み
な
ら
ず
周
辺
の
他
民
族
に
ま
で
印

を
賜
与
し
て
漢
帝
国
の
権
威
を
誇
示
し
た
。
こ
れ
ら
の
官
印
を
蠻
夷
印
と
よ
び
、

図
14
の
わ
が
国
宝
の
金
印
は
そ
の
代
表
的
な
遺
例
で
あ
る
。
国
家
権
力
の
象
徴

で
あ
っ
た
漢
印
の
作
風
は
前
漢
か
ら
新
莽
に
か
け
て
精
緻
を
極
め
る
。
前
漢
印

は
図
12
の
如
く
、
文
字
は
秦
篆
の
円
勢
を
保
ち
な
が
ら
も
、
慎
密
を
求
め
て
平

方
正
直
な

印
篆
と
な
り
、
荘
重
典
雅
な
印
の
典
型
を
示
し
て
い
る
。
新
莽
時

代
に
至
っ
て
更
に
厳
正
、
斉
整
の
極
に
達
す
る
（
図
13
）。

　

続
く
後
漢
の
初
期
は
新
莽
の
延
長
で
、
国
宝
金
印
の
よ
う
な
優
品
も
み
ら
れ

る
が
、文
字
は
方
折
剛
強
で
満
白
な
も
の
に
変
貌
し
て
い
く
（
図
19
・
20
・
21
）。

更
に
漢
末
か
ら
盛
ん
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
鑿
印
（
タ
ガ
ネ
に
よ
る
一
刀
彫
り

で
、
短
入
刀
法
も
あ
れ
ば
双
入
刀
法
も
あ
る
。
漢
銅
印
の
刻
法
は
鋳
造
、
鎚
鑿
、

10
封
検
と
封
泥
の
例
（
仿
製
）

11
前
漢
官
印 

　
〈
護
軍
之
印
章
〉

12
前
漢
官
印

　
〈
厚
丘
長
印
〉

13
新
莽
官
印

　
〈
軍
司
馬
之
印
〉

14
後
漢
蠻
夷
印 

　
〈
漢
委
奴
國
王
〉

15
後
漢
官
印

　
〈
軍
曲
侯
印
〉

16
後
漢
官
印

　
〈
軍
曲
侯
印
〉
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刀
刻
の
三
種
が
あ
っ
た
）
の
草
率
の
風
（
図
22
）
と
相
俟
っ
て
、
次
第
に
乱
れ
、

前
漢
の
風
趣
を
失
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
図
15
・
17
は
共
に
下
級
軍
官
の
印
で
、

後
漢
の
標
準
的
な
印
風
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
類
の
官
印
は
三
国
ま
で
踏
襲
さ

れ
た
が
、
当
然
量
産
さ
れ
た
た
め
、
鋳
あ
り
、
鑿
あ
り
、
み
な
同
工
異
曲
で
精

粗
様
々
で
あ
る
（
図
15
～
18
）。
こ
の
、
前
漢
―
新
莽
の
典
雅
と
は
別
趣
の
多

様
な
風
格
を
好
む
印
人
も
多
か
っ
た
。

　

一
方
、
私
印
も
官
印
に
準
じ
て
作
ら
れ
、
後
漢
に
盛
行
し
た
。
個
人
間
で
使

用
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
一
品
制
作
の
た
め
趣
向
を
凝
ら
し
た
よ
う
で
、
鋳

印
が
多
く
、量
産
の
官
印
に
比
し
て
精
品
が
多
い
（
図
26
～
33
）。
大
小
様
々
で
、

一
般
に
官
印
よ
り
小
ぶ
り
で
あ
る
。
印
の
形
態
も
、
両
面
印
や
子
母
印
な
ど
が

現
れ
る
。
文
字
も
装
飾
的
な
繆
篆
を
使
用
し
た
も
の
（
図
33
）
や
、
一
印
中
に

朱
白
を
混
ぜ
た
朱
白
相
間
の
印
（
図
27
）
な
ど
が
あ
り
多
彩
で
あ
る
。

　

三
国
以
降
は
不
安
定
な
国
状
と
共
に
印
も
粗
略
と
な
る
（
図
23
）。
三
国
西

晋
の
こ
ろ
は
ま
だ
漢
印
の
風
格
を
保
っ
て
い
る
が
、
東
晋
南
北
朝
に
な
る
と
軍

中
の
任
官
に
対
応
す
る
た
め
タ
ガ
ネ
に
よ
る
直
接
刀
法
の
鑿
印
が
横
行
す
る

（
図
24
・
25
）。
こ
の
粗
雑
で
草
率
な
風
は
浙
派
の
印
人
達
の
嗜
好
す
る
と
こ
ろ

と
な
っ
た
。
当
時
は
、
乱
れ
た
も
の
が
漢
の
古
な
る
も
の
と
誤
解
し
珍
重
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
〝
間
に
合
わ
せ
〟
の
印
を
急
就
章
と
呼
ぶ
が
、
後
の
呉

昌
碩
も
こ
の
風
趣
を
盛
ん
に
取
り
入
れ
て
い
る
。「
漢
の
鑿
印
に
仿
う
」と
言
っ

て
い
る
が
、
実
際
は
、
主
と
し
て
南
北
朝
期
の
鑿
印
を
み
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

17
後
漢
官
印

　
〈
假
司
馬
印
〉

18
後
漢
官
印

　
〈
假
司
馬
印
〉

19
後
漢
官
印

　
〈
軍
司
馬
印
〉

20
後
漢
官
印 

　
〈
雒
陽
令
印
〉

21
後
漢
官
印

　
〈
房
子
長
印
〉

22
後
漢
官
印

　
〈
漢
率
衆
君
〉

23
三
国
官
印

　
〈
別
部
司
馬
〉

24
南
北
朝
官
印 

　
〈
奉
車
都
尉
〉

25
南
北
朝
官
印

　
〈
建
威
將
軍
章
〉
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二
、
近
代
中
国
の
名
流

　

明
か
ら
続
く
徽
派注６
は
漢
印
の
典
雅
な
表
現
を
重
ん
じ
、
続
く
浙
派
は
漢
印
の

古
樸
な
味
を
追
求
し
た
。
共
に
漢
印
復
古
を
目
的
と
し
な
が
ら
も
、
古
典
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
は
対
称
的
で
あ
っ
た
。

　

周
知
の
通
り
、
浙
派
は
丁
敬
（
図
34
）
の
も
と
多
彩
な
人
材
を
輩
出
し注７
、
清

朝
中
期
の
印
壇
を
約
百
年
に
亘
っ
て
席
巻
し
た
。
切
刀
を
多
用
し
、
鋸
牙
・
鶴

膝
・
燕
尾
を
強
調
し
て
古
格
を
再
現
し
よ
う
と
し
た
（
図
35
・
36
）。
こ
の
刀

意
を
前
面
に
押
し
出
し
た
様
式
が
一
波
の
特
徴
と
し
て
定
着
し
、
多
く
の
追
隋

者
を
獲
得
し
た
。

　

し
か
し
、
漢
印
復
古
と
い
い
な
が
ら
、
実
際
は
、
秦
漢
の
規
範
が
時
代
と
共

に
退
化
し
て
い
く
過
程
を
追
い
か
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
形
を
似
せ

る
よ
り
刀
技
の
冴
え
に
重
点
を
お
い
た
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
志
向
す
る
所
は

漢
印
の
範
疇
を
出
る
こ
と
は
な
く
、
し
か
も
そ
の
あ
る
一
面
に
固
執
し
て
し

ま
っ
た
た
め
、
意
境
が
枯
渇
し
て
作
風
は
パ
タ
ー
ン
化
し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、

新
取
気
鋭
の
新
派
に
呑
み
込
ま
れ
て
い
く
。
徐
三
庚
（
袖
海
、
一
八
二
六
～

一
八
九
〇
）、
趙
之
謙
（
撝
叔
、
一
八
二
九
～
一
八
八
四
）、
呉
昌
碩
、
河
井
荃

廬
（
一
八
七
一
～
一
九
四
五
）、
み
な
早
年
時
に
浙
派
を
学
ん
で
い
る
。
初
世

中
村
蘭
臺
（
一
八
五
六
～
一
九
一
五
）
も
ま
た
影
響
を
受
け
た
。
浙
派
の
解
釈

す
る
漢
印
を
知
り
、
や
が
て
そ
こ
か
ら
脱
却
し
て
自
身
の
風
を
模
索
し
て
い
く

の
で
あ
る
。

27
　
〈
李
盼
之
印
〉

30 

　
〈
降
廣
漢
印
〉

28
　
〈
會
忠
之
印
〉

31
　
〈
張
頌
印
信
〉

29
　
〈
張
翼
印
信
〉

26
　
〈
石
易
之
印
〉

32
　

 〈
柲
譚
〉

33
　
〈
杜
臨
私
印
〉
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徽
派
か
ら
出
た
鄧
石
如
（
完
白
、
一
七
四
三
～
一
八
〇
五
）（
図
37
）
は
、

浙
派
隆
盛
の
印
壇
に
革
新
を
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
形
式
的
な
漢
印
復
古

に
対
し
て
、
秦
篆
（
小
篆
）
及
び
漢
篆
の
書
表
現
を
そ
の
ま
ま
印
に
写
す
新
様

を
創
始
し
た
（
図
38
）。
筆
意
と
刀
意
の
融
合
は
、
後
の
印
の
多
様
化
の
基
礎

を
作
り
、
こ
の
鄧
派
の
流
れ
は
や
が
て
近
代
中
国
印
壇
の
中
心
と
な
っ
て
い
く
。

　

と
こ
ろ
で
、
篆
隷
書
法
の
大
家
、
近
代
篆
刻
の
大
宗
と
し
て
名
高
い
鄧
で
あ

る
が
、
刻
印
の
優
作
は
意
外
に
少
な
い
。
書
法
に
従
い
て
篆
刻
に
入
る
鄧
の
理

論
は
、
再
伝
の
弟
子
、
呉
譲
之
（
煕
載
、
一
七
九
九
～
一
八
七
〇
）
に
よ
っ
て

実
践
さ
れ
洗
練
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　

譲
之
は
、
十
五
歳
よ
り
ひ
た
す
ら
漢
印
を

擬
し
、
三
十
歳
で
師
の
包
世

臣注８
（
慎
伯
、
一
七
七
五
～
一
八
五
五
）
を
通
し
て
鄧
を
知
り
、
以
後
そ
れ
ま
で

の
学
を
棄
て
生
涯
か
け
て
鄧
法
を
学
ん
だ
と
い
う注９
。「
仿
漢
」
と
款
し
た
作
（
図

39
）
は
い
か
に
も
譲
翁
ら
し
く
穏
や
か
で
気
品
が
高
い
。

　

譲
翁
は
印
面
を
な
め
る
よ
う
に
刀
を
浅
く
使
い
、
意
の
赴
く
ま
ま
自
在
に

操
っ
た
。
補
刀
を
必
要
と
し
な
い
練
達
の
運
刀
は
驚
く
べ
き
も
の
で
、
趙
之
謙

が
「
心
を
息
め
気
を
静
む
れ
ば
乃
ち
渾
厚
を
得
ん
。
近
人
に
て
こ
れ
を
能
く
す

る
者
は
揚
州
の
呉
煕
再
（
載
）
一
人
の
み注1
注

」
と
、
そ
の
技
術
の
高
さ
を
評
し
て

い
る
。

　

譲
翁
の
刻
印
は
、
漢
印
の
章
法
を
鄧
の
書
法
を
以
て
発
展
さ
せ
た
と
い
う
べ

35
陳
鴻
壽

　
〈
濃
華
野
館
〉

36
趙
之
琛 

　
〈
洗
桐
唫
館
〉

34
丁
敬

　
〈
陳

賓
印
〉

37
鄧
石
如

　
〈
雷
輪
〉

38
鄧
石
如

　
〈
十
分
紅
處
便
成
灰
〉
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き
も
の
で
あ
り
（
図
40
）、つ
い
に
は
漢
の
典
雅
や
鄧
の
剛
毅
素
朴
と
も
別
趣
の
、

優
雅
な
「
譲
翁
法
」
に
昇
華
さ
れ
て
い
る
。

　

特
に
白
文
多
字
印
の
章
法
は
独
到
の
も
の
で
あ
る
。
自
ら
「
譲
頭
舒
足
（
頭

を
す
ぼ
め
た
り
足
を
延
ば
し
た
り
）
を
多
事
と
為
す注注
注

」
と
言
う
よ
う
に
、
全
て

の
筆
画
に
展
勢
を
求
め
、
窮
屈
な
ら
ば
動
き
を
圧
縮
し
て
調
節
す
る
。
字
大
の

互
譲
と
疎
密
の
配
分
が
巧
み
で
、
ま
さ
に
伸
縮
自
在
で
あ
る
（
図
41
）。
こ
の

譲
翁
法
の
極
意
を
得
た
の
が
後
の
呉
昌
碩
で
あ
る
。

　

テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
と
い
え
ば
、
鄧
の
没
後
、
浙
派
と
同
郷
に
生
ま
れ
た
徐
三
庚

が
い
る
。
徐
は
三
十
代
既
に
浙
派
の
芸
を
極
め
、
や
が
て
鄧
を
範
と
し
な
が
ら

漢
晋
の
碑
刻
か
ら
得
た
篆
法
を
参
用
し
て
独
自
の
風
格
を
形
成
し
た
。
彼
の
仿

漢
印
は
図
42
の
よ
う
に
、
平
方
正
直
な
漢
印
様
式
を
排
し
、
あ
く
ま
で
自
ら
の

書
法
を
以
て
押
し
通
し
て
い
る
。
何
と
も
俗
気
が
強
い
。

　

徐
の
芸
は
装
飾
過
多
に
よ
る
俗
臭
が
よ
く
指
摘
さ
れ
る
が
、
こ
と
朱
文
の
小

篆
印
に
お
い
て
は
、
筆
画
の
曲
折
と
結
構
の
疎
密
集
散
の
誇
張
が
効
を
成
し
て

い
る
。
手
足
の
伸
展
と
穿
挿
に
よ
る
変
幻
自
在
な
章
法
は
、
お
っ
と
り
と
し
た

譲
翁
の
そ
れ
に
比
べ
て
む
し
ろ
一
歩
進
ん
で
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
終
生
、

浙
派
ゆ
ず
り
の
切
刀
法
を
襲
用
し
た
よ
う
で
、
譲
翁
と
は
違
う
蒼
勁
な
線
質
が

特
徴
で
あ
る
。

39
呉
譲
之

　
〈
長
冝
子
孫
〉

40
呉
譲
之

　
〈
岑
仲
陶
書
畫
〉

41
呉
譲
之　

　
〈
呉
譲
之
所
橅
秦
漢
六
朝
字
〉

42
徐
三
庚

　
〈
保
謙
私
印
〉
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さ
て
、「
仿
漢
」
と
い
え
ば
趙
之
謙
で
あ
ろ
う
。
浙
江
出
身
の
趙
は
、
徐
と

同
様
に
浙
派
を
経
て
鄧
に
傾
倒
す
る
。
あ
の
自
由
闊
達
な
小
篆
を
自
在
に
操
り

見
事
な
成
果
を
あ
げ
た
。
あ
わ
せ
て
秦
漢
の
古
印
に
も
幅
を
広
げ
、
浙
派
と
鄧

派
の
融
合
に
成
功
し
た
と
い
わ
れ
る
。

　

図
43
は
趙
之
謙
二
十
九
歳
の
刻
、
そ
の
側
款
が
興
味
深
い
。「
漢
銅
印
の
妙

處
は
斑
駁
に
在
ら
ず
し
て
渾
厚
に
在
り
、
渾
厚
を
学
ぶ
に
則
ち
全
く
腕
力
を
恃

む
。
石
性
脆
な
れ
ば
力
の
至
る
處
、
手
に
應
じ
て
輒
落
、
愈
々
拙
に
し
て
愈
々

古
な
り
。
看
る
こ
と
平
々
奇
無
き
に
似
て
、
殊
に
貌
し
易
し
か
ら
ず
。（
中
略
）

予
は
務
め
て
深
入
を
為
す
。
…
」
と
い
い
、
同
時
期
の
朱
文
印
〔
鏡
山
〕
の
款

に
は
、「
…
日
に
貌
す
る
に
曼
生
・
次
閑
を
為
し
て
沾
々
と
し
て
自
ら
喜
ぶ
は
、

真
に
乃
ち
漢
有
る
を
知
ら
ず
…
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

漢
印
は
ど
っ
し
り
と
し
た
重
厚
な
も
の
が
よ
く
、
雑
然
と
乱
れ
た
も
の
に
仿

う
は
非
で
あ
る
、
と
浙
派
の
志
向
す
る
と
こ
ろ
を
否
定
し
、
そ
の
刻
風
を
喜
ぶ

者
は
漢
印
の
神
髄
を
知
ら
な
い
、
と
バ
ッ
サ
リ
と
切
り
捨
て
て
い
る
。
ま
た
運

刀
に
つ
い
て
、
刀
意
を
露
に
技
巧
を
み
せ
る
の
で
は
な
く
、
無
造
作
に
刀
を
深

入
す
れ
ば
力
に
応
じ
て
石
が
は
が
れ
落
ち
、
そ
れ
が
自
然
な
古
趣
に
な
る
。
こ

れ
は
平
凡
に
み
え
る
が
実
は
難
し
い
の
だ
、
と
い
う
。
刀
を
立
て
圧
力
を
か
け

れ
ば
自
然
に
線
が
勁
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

確
か
に
彼
の
刻
線
は
複
雑
な
表
情
を
も
っ
て
い
る
。
朱
文
の
字
形
は
筆
意
を

尊
重
し
な
が
ら
、
決
し
て
平
板
な
線
で
は
な
く
、
ど
こ
か
ゴ
ツ
ゴ
ツ
と
力
を
溜

43
趙
之
謙

　
〈
何
傳
洙
印
〉
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め
な
が
ら
暢
や
か
に
伸
展
し
て
い
る
。
図
44
に
代
表
さ
れ
る
仿
漢
の
白
文
印
も

同
様
で
、
刀
を
渋
ら
せ
た
よ
う
な
含
み
が
あ
る
。
呉
譲
之
の
よ
う
な
し
な
や
か

で
サ
ラ
リ
と
し
た
質
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
。
前
述
の
通
り
、
刀
法
の
違
い
に

よ
る
も
の
だ
が
、
浙
派
の
刀
意
を
内
包
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
浙
派
に
影

響
を
受
け
た
徐
三
庚
や
呉
昌
碩
に
も
同
様
の
質
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。

　

趙
之
謙
は
漢
印
の
み
な
ら
ず
権
量
、
詔
版
、
銭
幣
、
鏡
銘
、
碑
額
、
瓦
當
な

ど
の
金
石
資
料
を
渉
猟
し
て
い
る
。
印
款
に
、「
六
百
年
来
の
橅
印
家
の
為
に

一
門
戸
を
立
て
り注1
注

」
と
自
慢
す
る
よ
う
に
、「
印
の
外
に
印
を
求
め
る
」
と
い

う
末
踏
の
道
を
拓
い
た
。

　

続
く
呉
昌
碩
は
金
文
、
古
璽
、
石
鼓
、
封
泥
に
ま
で
視
野
を
広
げ
趙
之
謙
よ

り
一
歩
進
ん
だ
成
果
を
あ
げ
た
。
な
か
で
も
封
泥
か
ら
発
展
さ
せ
た
朱
文
印
の

輪
郭
の
処
理
法
は
特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ
る
（
図
45
）。

　

輪
郭
線
を
文
字
の
一
部
と
見
な
し
て
全
体
を
ま
と
め
、
文
字
の
繁
簡
と
空
間

の
疎
密
に
応
じ
て
強
弱
を
つ
け
た
。
こ
れ
は
彼
以
前
に
は
な
か
っ
た
革
新
的
な

発
想
で
あ
る
。
疎
な
る
部
分
は
輪
郭
を
残
し
て
空
間
を
取
り
込
み
、
密
な
る
部

分
は
輪
郭
を
破
砕
し
て
文
字
を
ゆ
っ
た
り
と
み
せ
、
時
に
筆
画
に
つ
け
て
共
有

す
る
。
ま
た
、
筆
画
を
上
部
に
吊
り
上
げ
て
足
元
に
空
間
を
設
け
、
下
辺
の
太

い
輪
郭
で
お
さ
え
る
等
、
朱
白
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
と
古
樸
な
風
韻
の
演
出
が
見

事
で
あ
る
。

44
趙
之
謙

　
〈
漢
學
居
〉

45
呉
昌
碩　

　
〈
明
道
若
昧
〉

封
泥
例
（
墨
拓
）

〈
嚴
道
橘
丞
〉
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呉
昌
碩
四
十
九
歳
作
（
図
46
）
の
款
に
、「
漢
印
に
橅
儗
す
る
者
は
宜
し
く

先
づ
平
實
の
一
路
に
従
い
て
入
手
せ
ば
流
弊
無
き
に
庶
か
ら
ん
」
と
あ
り
、
漢

印
を
学
ぶ
に
は
ま
と
も
な
物
か
ら
着
手
す
れ
ば
旧
来
の
悪
癖
が
つ
か
な
い
と
い

い
、
彼
に
し
て
は
斉
整
温
雅
な
作
で
初
々
し
い
も
の
で
あ
る
。

　

か
つ
て
小
林
斗
盦
先
生（
一
九
一
六
～
二
〇
〇
七
）が
呉
昌
碩
を
評
し
て「
偉

大
な
る
不
器
用
」
と
い
わ
れ
た
。
事
実
、
缶
翁
七
十
一
歳
作
（
図
47
）
の
款
に

「
漢
印
中
の
平
実
の
一
派
は
未
だ
手
を
著
け
易
か
ら
ず
、
今
試
み
に
之
に
擬
す
」

と
白
状
し
て
い
る
。
斉
整
な
漢
印
も
彼
の
手
に
か
か
る
と
こ
う
な
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
図
48
の
款
に
「
…
漢
印
の
精
鋳
な
る
者
に
儗
せ
ん
こ
と
を
属
せ
ら
る
。

平
実
の
一
路
は
最
も
板
滞
（
か
た
く
る
し
い
）
に
な
り
易
く
、
板
滞
の
中
に
お

い
て
神
意
の
渾
厚
を
求
む
」
と
い
い
、
更
に
図
59
に
は
、「
漢
に
鑄
鑿
各
印
有
り
、

更
に
古
拙
に
し
て
平
実
を
兼
ね
る
も
の
有
り
。（
中
略
）
手
に
信
せ
て
之
を
成

す
に
、（
中
略
）
鑄
鑿
の
間
に
介
し
猶
ほ
畫
を
作
る
者
の
工
を
兼
ね
て
寫
を
帯

び
る
の
ご
と
き
な
り
。」
と
い
っ
て
い
る
。
斉
整
な
も
の
を
不
得
意
と
し
て
い

た
彼
は
、
少
し
く
ず
れ
た
も
の
を
好
ん
だ
。
ま
と
も
な
も
の
を
そ
の
ま
ま
再
現

す
る
だ
け
で
は
固
苦
し
く
て
つ
ま
ら
な
い
。
そ
こ
に
写
意
、
つ
ま
り
自
ら
の
意

匠
を
加
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
活
き
活
き
と
し
た
も
の
に

な
る
の
だ
、
と
主
張
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
仿
漢
に
つ
い
て
言
う
に
、「
漢
鑄
印
の
爛
銅
の
意
を
得
た
り
」（
缶

主
人
）、「
漢
人
の
鑿
印
は
堅
樸
一
路
た
り
」（
千
尋
竹
齋
）、「
漢
鑄
の
古
秀
一

47
呉
昌
碩

　
〈
葛
昌
楹
印
〉

46
呉
昌
碩 

　
〈
俊
卿
之
印
〉

48
呉
昌
碩

　
〈
當
湖
葛
楹
書
徵
〉
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路
に
擬
す
」（
閔
泳
翊
印
）、「
漢
鑄
印
の
流
走
な
る
者
に
擬
す
」（
破
荷
亭
長
）「
漢

印
の
渾
古
中
に
、
疏
宕
の
意
を
得
た
」（
一
月
安
東
令
）、「
漢
印
の
最
も
精
な

る
も
の
は
神
雋
に
し
て
味
永
く
渾
穆
の
趣
あ
り
」（
呉
俊
之
印
）、
な
ど
で
あ
る
。

　

漢
印
の
風
格
は
い
ろ
い
ろ
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
印
影
を
く
ら
べ

て
み
る
と
言
う
程
の
差
は
な
い
。
こ
れ
は
い
わ
ば
口
実
で
、
彼
に
と
っ
て
は
適

意
の
作
が
で
き
れ
ば
何
で
も
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
缶
翁
の
篆
刻
の
特
徴
は
、

各
素
材
の
長
所
の
み
を
摂
取
し
、
必
要
に
応
じ
て
渾
融
し
て
用
い
る
点
に
あ
る
。

漢
印
の
形
式
を
取
っ
て
い
る
が
、
文
字
は
小
篆
、
呉
譲
之
の
風
で
あ
っ
た
り
、

古
文
や
石
鼓
の
風
韻
が
混
在
し
た
り
、
封
泥
の
よ
う
で
も
あ
る
。
渾
厚
雄
偉
の

天
才
呉
昌
碩
に
と
っ
て
の
仿
漢
と
は
、
趙
之
謙
の
よ
う
に
漢
印
の
真
髄
に
迫
る

こ
と
で
は
な
く
、
自
ら
の
漢
印
を
独
創
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

三
、
日
本
印
壇
の
巨
匠

　

日
本
で
は
江
戸
時
代
中
期
に
出
た
高
芙
蓉注1
注
（
一
七
二
二
～
一
七
八
四
）に
よ
っ

て
秦
漢
復
古
が
提
唱
さ
れ
た
。
明
治
に
入
る
と
清
朝
金
石
学
の
影
響
を
受
け
て

新
し
い
展
開
を
み
せ
る
。
渡
清
し
て
直
接
名
家
に
従
学
す
る
者
も
現
れ
、
徐
三

庚
、
呉
昌
碩
を
通
し
て
中
国
近
代
篆
刻
の
精
華
を
吸
収
す
る
に
至
っ
た
。
中
で

も
、
初
世
中
村
蘭
臺
と
河
井
荃
廬
の
存
在
は
大
き
く
、
共
に
漢
印
を
吸
収
し
て

一
家
を
な
し
近
代
日
本
篆
刻
の
基
礎
を
作
っ
た
。
そ
し
て
現
在
も
そ
の
遺
産
を

受
け
継
い
で
い
る
。

　

初
世
蘭
臺
は
徐
門
に
学
ん
だ
丸
山
大
迂
（
一
八
三
八
～
一
九
一
六
）
を
通

し
て
、
当
時
最
新
の
徐
三
庚
に
心
酔
す
る
。
西
川
寧
先
生
（
一
九
〇
二
～

一
九
八
九
）
の
い
う
作
風
変
遷
第
四
期
に
な
る
と
、
徐
の
流
媚
な
風
か
ら
脱
し

て
秦
漢
の
古
格
へ
の
追
求
が
始
ま
る
。
同
時
に
浙
派
の
漢
印
も
消
化
し
て
独
自

の
作
風
を
確
立
し
て
い
く
。
図
49
の
よ
う
な
温
雅
な
風
か
ら
は
じ
ま
り
、
図
50

は
後
漢
印
を
思
わ
せ
る
満
白
剛
強
、
図
51
は
渾
厚
の
中
に
ゆ
ら
ぎ
を
求
め
、
図

52
の
肥
痩
の
変
化
は
三
国
印
の
よ
う
で
も
あ
り
、
図
53
は
浙
派
の
風
懐
を
漂
わ

せ
て
い
る
。
様
々
な
表
情
を
み
せ
な
が
ら
次
第
に
渾
化
し
、
手
の
自
由
を
欠
い

た
晩
年
に
か
け
て
、「
漢
印
の
爛
銅
の
味
に
近
づ
い
て
自
在
の
境
地
に
入
る注1
注

」

の
で
あ
る
（
図
54
）。

　

蘭
臺
の
漢
印
の
表
現
は
、
均
斉
を
保
ち
な
が
ら
も
少
し
ず
つ
く
ず
し
や
変
化

を
持
た
せ
た
簡
古
な
も
の
で
あ
る
。
巧
拙
を
超
え
た
味
、
不
均
衡
の
調
和
と
も

い
え
る
素
樸
さ
は
、
精
巧
謹
厳
な
秦
漢
と
は
違
う
、
日
本
人
の
篆
刻
と
い
え
る

で
あ
ろ
う
。
魅
力
的
だ
が
難
解
だ
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
天
才
の
為
せ
る
技
は
天

才
し
か
理
解
し
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

河
井
荃
廬
も
ま
た
若
年
時
に
浙
派
の
技
法
を
学
ん
だ
。
渡
清
し
て
呉
昌
碩
に

従
学
す
る
か
た
わ
ら
秦
漢
の
古
印
、
鄧
派
、
趙
之
謙
の
風
を
融
合
し
て
独
自
の

作
風
を
樹
立
す
る
。

　

図
55
〔
高
堅
印
信
〕
は
初
渡
清
の
翌
年
三
十
一
歳
の
作
で
、
呉
昌
碩
の
風
で
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初
世
中
村
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初
世
中
村
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印
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井
荃
廬

　
〈
高
賢
印
信
〉

53
初
世
中
村
蘭
䑓

　
〈
心
靜
興
長
〉

50
初
世
中
村
蘭
䑓

　
〈
自
我
作
古
〉

54
初
世
中
村
蘭
䑓

　
〈
大
象
無
形
〉

51
初
世
中
村
蘭
䑓

　
〈
元
讓
印
信
〉

56
河
井
荃
廬

　
〈
若
合
一
契
〉

57
河
井
荃
廬

　
〈
浩
逸
之
印
〉

印
面
拡
大
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あ
る
。「
印
」
字
の
つ
め
な
ど
缶
翁
常
習
の
形
を
取
っ
て
い
る
が
、
翁
独
特
の

肥
痩
は
整
理
さ
れ
、
構
成
も
よ
り
緊
密
な
仕
上
が
り
で
あ
る
。
図
30
の
漢
私
印

に
似
た
爛
銅
の
味
を
加
え
て
い
る
。尚
、側
款
は
漢
塼
の
吉
魚
を
陽
刻
し
た
凝
っ

た
も
の
で
、
こ
の
画
像
を
印
側
に
縮

す
る
手
法
は
趙
之
謙
の
創
始
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

　

四
十
代
の
作
図
56
〔
若
合
一
契
〕
は
缶
翁
の
影
も
な
く
、
趙
之
謙
の
風
を
経

て
既
に
洗
練
さ
れ
た
一
家
の
風
で
あ
る
。
印
面
の
刻
の
深
さ
は
前
述
の
趙
之
謙

と
共
通
す
る
。
深
入
を
心
掛
け
る
こ
と
で
抵
抗
が
増
し
、
刀
の
圧
力
に
よ
っ
て

勁
い
線
と
な
る
。
鋭
い
線
は
刃
で
切
る
の
で
は
な
く
ウ
デ
で
ほ
る
の
で
あ
る
。

図
57
〔
浩
逸
之
印
〕
は
線
と
線
と
を
太
く
潰
し
て
余
韻
を
持
た
せ
た
所
な
ど
、

図
26
・
28
の
私
印
に
似
て
実
に
風
韻
の
高
い
も
の
で
あ
る
。
運
刀
も
歯
切
れ
が

良
く
、
さ
す
が
の
趙
之
謙
も
こ
こ
ま
で
の
冴
え
は
な
い
。

　

試
み
に
、
趙
・
呉
・
河
三
名
人
の
同
種
の
印
（
図
58
・
59
・
60
）
を
比
較
し

て
み
よ
う
。
三
者
共
に
作
家
と
し
て
脂
の
乗
っ
た
時
期
の
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
漢
印
の
解
釈
と
資
質
の
相
違
が
み
え
て
お
も
し
ろ
い
。
趙
刻
は
「
章
」
字
の

充
実
と
傾
き
の
変
化
に
意
を
用
い
、
呉
刻
は
全
体
の
疎
密
軽
重
を
調
節
し
て

「
章
」
字
の
縦
画
で
引
き
締
め
、
河
刻
は
垂
線
個
々
の
表
情
に
配
慮
し
て
単
調

を
避
け
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、「
板
滞
」
に
落
ち
入
ら
ぬ
よ
う
工
夫
を
し
て
い

る
が
、
趙
・
河
は
渾
厚
を
求
め
、
呉
は
疎
落
自
然
を
好
む
。
呉
は
漢
以
降
の
鋳

59
呉
昌
碩

　
〈
平
湖
葛
昌
枌
之
章
〉

58
趙
之
謙

　
〈
呉
潘
祖
蔭
章
〉

60
河
井
荃
廬

　
〈
日
下
東
作
章
〉
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鑿
の
間
に
ウ
エ
イ
ト
を
置
き
、
趙
・
河
の
線
は
後
漢
印
の
風
格
で
あ
る
。
飄
逸

の
呉
昌
碩
、
素
樸
な
趙
之
謙
、
清
超
な
る
河
井
荃
廬
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

ろ
う
か
。

　

荃
廬
は
か
つ
て
、「
印
の
宗
と
す
べ
き
は
飽
く
ま
で
秦
漢
で
あ
り
、
我
々
が

近
代
人
の
作
を
見
る
の
は
、
難
解
な
秦
漢
の
印
を
見
る
た
め
の
道
程
な
の
だ
」

と
言
っ
て
い
た
と
い
う注1
注

。
そ
の
た
ゆ
ま
ぬ
実
践
の
成
果
が
四
十
代
後
半
か
ら
晩

年
に
か
け
て
の
一
連
の
大
印
に
結
実
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

図
61
〔
李
王
垠
印
〕
図
21
の
満
白
の
後
漢
官
印
に
酷
似
す
る
。
あ
る
い
は
こ

の
あ
た
り
を
見
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
印
は
晩
年
の
傑
作
の
一
と
し

て
有
名
で
あ
る
。
見
る
側
が
戸
惑
う
程
何
の
飾
り
気
も
な
く
堂
々
と
構
え
て
い

る
。
し
か
し
よ
く
見
て
い
く
と
、
抑
制
さ
れ
た
表
現
の
中
に
逞
し
く
て
う
る
お

い
の
あ
る
線
が
静
か
に
響
き
合
っ
て
い
る
。
余
り
に
も
潔
す
ぎ
て
一
見
し
て
こ

の
味
を
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ
れ
が
荃
廬
の
と
ら
え
た
漢
印
の
真
髄
で

あ
り
、
切
れ
味
、
精
彩
の
点
で
も
趙
之
謙
を
凌
ぐ
高
い
境
地
で
あ
る
。

　

西
川
寧
先
生
が
図
62
〔
比
田
井
象
之
〕
印
を
荃
廬
刻
印
の
最
頂
点
と
し
て
次

の
よ
う
に
論
評
を
加
え
て
い
る
。

「
こ
の
作
は
、実
に
呉
趙
以
外
の
別
幟
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
印
史
を
顧
み
る
と
、

切
れ
味
は
浙
派
に
尽
き
、
情
懐
に
於
い
て
は
趙
之
謙
に
つ
き
よ
う
。
こ
の
印
は

も
と
よ
り
浙
派
を
遠
く
後
へ
お
き
ざ
り
に
し
、
近
代
で
は
趙
之
謙
、
呉
倉
石
に

い
つ
も
つ
き
ま
と
う
頽
廢
的
な
感
覚
を
ね
こ
そ
ぎ
押
し
出
し
て
了
っ
た注1
注

。」

　

古
来
多
く
の
印
人
達
が
漢
印
復
古
を
標
榜
す
る
中
で
、
中
国
で
は
趙
之
謙
、

日
本
で
は
河
井
荃
廬
が
最
も
そ
の
真
髄
に
迫
っ
た
。
そ
し
て
、
日
本
で
は
、
西

川
先
生
が
指
摘
す
る
通
り
、
河
翁
に
よ
っ
て
漢
印
表
現
の
一
典
型
が
示
さ
れ
、

そ
の
後
の
指
針
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

62
河
井
荃
廬

　
〈
比
田
井
象
之
〉

61
河
井
荃
廬

　
〈
李
王
垠
印
〉
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四
、
現
代
日
本
の
展
開

　

初
世
蘭
臺
を
継
ぐ
二
世
中
村
蘭
臺
（
一
八
九
二
～
一
九
六
九
）
は
新
時
代
の

旗
手
と
し
て
華
麗
な
表
現
で
知
ら
れ
て
い
る
。
西
川
先
生
が
高
く
賞
揚
し
た
よ

う
に
、
等
分
配
字
を
排
し
て
大
小
疎
密
様
々
に
絡
み
合
っ
た
モ
ダ
ン
な
姿
態
は
、

多
く
の
フ
ァ
ン
が
敬
慕
す
る
所
で
あ
る
。
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
る
有
名
な
〈
老

子
語
印
五
十
顆
〉
か
ら
は
漢
印
の
影
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
平
素
の
応

酬
印
に
は
漢
の
風
格
を
ね
ら
っ
た
も
の
が
意
外
に
多
い
。
依
頼
印
は
使
用
者
を

尊
重
す
る
た
め
、
あ
る
意
味
儀
礼
的
な
も
の
で
あ
る
。
二
世
は
謙
慎
書
道
会
の

草
創
期
に
審
査
役
員
と
し
て
参
画
し
、
当
時
の
重
鎮
や
関
係
者
の
印
を
多
く
刻

し
て
い
る
（
図
63
・
64
）。

　

二
世
は
展
覧
会
作
家
と
し
て
現
代
的
表
現
へ
の
挑
戦
と
い
う
宿
命
を
背
負
っ

て
い
た
。
そ
し
て
、
何
よ
り
初
世
蘭
臺
と
は
違
う
新
機
軸
を
打
ち
出
す
た
め
の

強
烈
な
個
性
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
初
世
と
の
資
質
の
相
違
を
自
覚
し

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
古
格
よ
り
も
繪
画
的
デ
ザ
イ
ン
性
を

求
め
て
か
た
く
な
に
自
己
を
推
し
通
し
た
。
初
世
と
同
様
木
印
を
得
意
と
し
、

そ
の
雕
紐
や
木
額
に
も
本
領
を
発
揮
し
て
、
中
国
に
は
な
い
篆
刻
工
藝
に
新
生

面
を
拓
い
た
。

　

西
川
寧
先
生
は
二
世
蘭
臺
は
じ
め
金
石
家
篆
刻
家
と
の
親
交
が
深
か
っ
た
。

河
井
荃
廬
に
益
を
受
け
、
印
人
と
し
て
も
河
翁
ゆ
ず
り
の
本
格
派
と
し
て
足
跡

を
残
し
た
（
図
65
）
が
、
何
よ
り
も
、
印
学
に
精
し
く
、
篆
刻
に
関
す
る
多
く

の
論
考
・
論
評
を
残
し
て
い
る
。
先
生
の
論
述
に
よ
っ
て
篆
刻
へ
の
目
を
開
か

さ
れ
た
者
は
数
多
い
。
書
壇
の
み
な
ら
ず
、
印
壇
の
啓
蒙
と
発
展
に
果
た
し
た

功
績
は
大
な
る
も
の
が
あ
る
。
印
譜
の
編
集
も
多
く
、
寡
作
で
知
ら
れ
た
荃
廬

の
遺
作
を
ま
と
め
た
『
荃
廬
先
生
印
存
』
を
世
に
送
り
、
河
翁
の
業
績
を
顕
彰

し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

63
二
世
中
村
蘭
䑓

　
〈
山
文
之
印
〉

65
西
川
寧

　
〈
喜
造
印
信
〉

64
二
世
中
村
蘭
䑓

　
〈
謙
慎
書
道
會
印
〉
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と
こ
ろ
で
、
漢
印
を
語
る
上
で
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
わ
が
国
宝
の
金

印
（
図
14
）
で
あ
る
。
金
印
は
印
聖
高
芙
蓉
が
没
し
た
年
に
北
九
州
の
志
賀

島
で
発
見
さ
れ
た
。
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
か
ら
も
偽
物
説
が
取
り
ざ
た
さ
れ

た
が
、
昭
和
二
十
年
代
の
お
わ
り
に
、
西
川
先
生
が
中
国
印
学
の
立
場
か
ら

真
物
で
あ
る
根
拠
を
論
じ注1
注

、
ま
た
後
年
小
林
斗
盦
先
生
も
『
漢
代
官
印
私

見注1
注

』
に
よ
っ
て
学
界
の
異
説
を
駁
し
て
い
る
。
こ
の
金
印
は
後
漢
初
期
の
典
型

を
示
す
も
の
で
、
本
地
中
国
に
も
こ
こ
ま
で
の
優
品
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
西

川
・
小
林
両
先
生
が
い
う
よ
う
に
、「
漢
官
印
中
の
最
も
精
妙
な
作
例
」
と
し

て
「
日
本
印
人
の
誇
り
と
す
べ
き
も
の
」
で
あ
る
。
斗
盦
先
生
は
四
度
原
印

を
手
に
し
、
鈐
印
、
撮
影
、
封
泥
な
ど
、
精
査
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
と
い

う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

金
印
は
刀
刻
で
あ
る
が
、
金
質
で
あ
る
た
め
土
中
で
腐
蝕
す
る
こ
と
な
く
刀

痕
も
蘚
か
で
あ
る
。
字
風
は
カ
ッ
チ
リ
し
て
メ
リ
ハ
リ
が
あ
り
起
終
筆
は
鋭
い
。

こ
の
風
を
基
調
と
し
た
の
が
図
66
・
67
で
あ
る
。
図
66
は
後
漢
私
印
に
あ
る
朱

白
相
間
の
様
式
（
図
27
）、
図
67
は
図
11
の
前
漢
官
印
の
様
式
を
取
っ
て
い
る

が
ハ
リ
の
あ
る
骨
格
は
明
ら
か
に
金
印
の
風
で
あ
る
。
勁
く
て
鋭
い
雄
偉
の
作

で
あ
る
。
前
述
の
趙
・
呉
・
河
の
三
例
と
比
べ
る
と
解
釈
の
違
い
が
わ
か
る
で

あ
ろ
う
。

　

明
清
の
諸
家
は
恐
ら
く
国
宝
金
印
の
よ
う
な
精
品
は
見
て
い
な
い
は
ず
で
あ

る
。
伝
世
の
漢
印
は
銅
印
が
主
で
あ
る
か
ら
、
腐
食
に
よ
っ
て
は
模
糊
と
し
た

味
に
な
る
。
ま
た
印
譜
も
精
拓
で
な
け
れ
ば
ベ
タ
つ
い
て
し
ま
う
。
だ
と
す
る

と
、
彼
等
の
漢
印
表
現
に
対
す
る
志
向
は
こ
の
あ
た
り
に
由
来
す
る
の
か
も
し

れ
な
い
。

　

最
後
に
図
68
は
珍
し
い
斗
盦
先
生
の

刻
で
あ
る
。
こ
れ
は
七
十
九
歳
時
の

も
の
で
、
二
十
代
を
初
め
に
、
五
十
代
と
、
合
わ
せ
て
三
度
の

刻
を
し
て
い

る
と
い
う
。
形
似
だ
け
で
な
く
線
の
う
る
お
い
と
勁
さ
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。

刻
と
い
え
ば
、
古
典
を
み
る
目
と
技
術
を
鍛
え
る
た
め
の
基
礎
的
な
学

習
法
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
一
家
を
な
し
た
作
家
も
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
し
か
し

66
小
林
斗
盦

　
〈
象
帝
之
先
〉

67
小
林
斗
盦

　
〈
蛟
龍
隱
文
章
〉
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先
生
は
「
実
は
あ
ま
り
や
っ
て
い
な
い
の
だ
」
と
漏
ら
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

金
石
書
画
印
譜
の
蒐
集
と
古
印
名
印
の
研
究
に
没
頭
し
、
そ
こ
ま
で
手
が
回
ら

な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。〝
手
な
ら
い
〟に
勝
る
圧
倒
的
な〝
目
な
ら
い
〟が
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
そ
ん
な
先
生
が
同
一
の
印
を
三
度
も

刻

し
た
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
金
印
の
印
史
的
価
値
が
わ
か
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ

る
。結

　

現
在
我
々
は
幾
多
の
先
賢
の
成
果
を
た
ど
り
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

し
て
、
印
学
の
発
達
と
豊
富
な
金
石
資
料
に
よ
っ
て
表
現
の
内
容
は
拡
大
し
て

い
る
。

　

西
泠
の
印
人
や
呉
趙
は
封
泥
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
。
呉
昌
碩
は
新
出
の

甲
骨
文
を
表
現
と
し
て
骨
肉
化
す
る
こ
と
な
く
こ
の
世
を
去
り
、
い
ち
早
く
研

究
に
着
手
し
た
荃
廬
は
戦
禍
に
倒
れ
た
。
初
世
蘭
臺
は
金
文
を
取
り
入
れ
て
そ

の
雕
鈕
に
成
果
を
上
げ
、
呉
昌
碩
―
荃
廬
に
よ
っ
て
展
開
深
化
し
た
。
そ
し
て
、

古
来
未
消
化
だ
っ
た
先
秦
古
璽
と
甲
骨
文
は
斗
盦
に
よ
っ
て
現
代
に
蘇
っ
た
。

　

漢
印
の
表
現
は
、単
な
る
機
械
的
な
模
倣
で
は
堅
苦
し
い
。
そ
こ
に
秦
篆（
小

篆
）
あ
る
い
は
漢
篆
の
筆
意
が
宿
っ
て
初
め
て
気
韻
生
動
す
る
。

印
篆
は
、

秦
篆
を
方
寸
に
圧
縮
し
た
姿
で
あ
る
か
ら
骨
格
は
小
篆
で
あ
る
。
篆
書
の
規
範

が
小
篆
で
あ
る
以
上
、
漢
印
も
ま
た
篆
刻
の
規
範
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な

い
。
現
代
は
「
印
外
に
印
を
求
め
る
」
精
神
の
も
と
、
多
様
な
表
現
が
模
索
さ

れ
、と
も
す
る
と
い
き
過
ぎ
た
表
現
主
義
に
陥
り
が
ち
で
あ
る
。源
流
た
る「
漢
」

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、謙
慎
書
道
会
特
別
企
画
、漢
代
書
法
名
品
展（
平
成
二
十
五
年
一
月
）

の
図
録
に
附
し
た
拙
稿
を
援
用
し
、
新
た
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
図

版
も
本
稿
の
内
容
に
合
わ
せ
て
取
捨
選
択
し
、
新
た
に
追
加
し
た
も
の
が
あ
る
。

68
小
林
斗
盦
摹

　
〈
漢
委
奴
国
王
〉
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注
１ 　

官
私
印
と
も
字
風
は
当
時
の
権
量
銘
と
同
趣
で
、
字
形
も
精
緻
な
も
の
か
ら

奔
放
奇
逸
な
も
の
ま
で
多
様
で
あ
る
。
秦
印
は
ほ
と
ん
ど
が
鑿
刻
で
あ
っ
た
。

田
字
形
、
日
字
形
の
区
格
の
中
に
文
字
を
配
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

注
２ 　

漢
初
期
は
秦
風
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
た
の
で
区
別
を
つ
け
が
た
い
も
の
も
あ

る
。
図
2
・
4
は
明
ら
か
に
秦
私
印
に
仿
っ
た
作
で
あ
る
。

注
３ 　

明
以
来
の
印
譜
は
、
戦
国
古

を
時
代
不
明
と
し
て
巻
末
に
載
せ
る
の
が
通

例
で
あ
っ
た
が
、
陳
介
祺
『
十
鐘
山
房
印
擧
』（
一
八
七
二
年
）
に
至
っ
て
類
目

の
分
類
が
進
歩
し
、
最
も
古
い
古

を
巻
首
に
置
く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、

古
官
印
の
初
の
専
書
と
し
て
、
瞿
中
溶
『
集
古
官
印
考
證
』（
一
八
九
〇
年
頃
）

が
公
刊
さ
れ
、
呉
大
徴
『
説
文
古
籀
補
』（
一
八
八
四
年
）
で
初
め
て
字
書
に
古

の
文
字
が
収
録
さ
れ
た
。

注
４　

呉
式
芬
『
封
泥
考
略
』（
一
九
〇
四
年
）。

　
　

 　

こ
れ
以
降
、
封
泥
は
、
単
に
刻
美
の
鑑
賞
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
官
制
や
地

名
な
ど
の
史
書
の
缺
を
補
う
第
一
級
の
考
古
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
。
伝
世
の
官
・
私
印
は
墳
墓
か
ら
出
土
し
た
殉
葬
用
の
も
の
が
多
い
と
さ

れ
る
が
、封
泥
は
ま
さ
に
当
時
の
実
用
の
佩
印（
腰
に
帯
び
て
携
行
し
て
い
た
印
）

を
押
し
た
も
の
で
あ
り
、
高
級
官
吏
の
も
の
が
多
い
と
い
う
。

注
５ 　

漢
書
百
官
公
卿
表
、
漢
旧
儀
な
ど
に
よ
る
と
、

　
　

①
皇
帝
は
、玉
璽
（
白
玉
製
で
〈
璽
〉
字
を
使
用
）・
螭
虎
（
龍
と
虎
の
全
体
）
の
鈕
。

　
　

② 

王
侯
は
、
金
璽
（
金
質
で
、
漢
で
は
王
侯
も
〈
璽
〉
字
の
使
用
を
許
さ
れ
た
）、

亀
鈕
・
藍
綬
。

　
　

③
相
国
・
丞
相
は
、
金
印
（
金
質
で
〈
章
〉
字
を
使
用
）・
亀
鈕
・
紫
綬
。

　
　

④
俸
禄
が
二
千
石
以
上
の
者
は
、銀
印（
銀
質
で〈
章
〉字
を
使
用
）・
亀
鈕
・
青
綬
。

　
　

⑤
二
千
石
未
満
の
者
は
、
銅
印
（
銅
質
で
〈
印
〉
字
を
使
用
）・
鼻
鈕
・
黒
綬
。

　
　

⑥
使
用
す
る
封
泥
の
色
は
、
皇
帝
は
紫
泥
、
一
般
は
青
泥
。

　
　
　

な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

 　

こ
の
よ
う
に
、
皇
帝
か
ら
貧
官
に
い
た
る
ま
で
一
定
の
規
格
の
印
章
を
所
持

す
る
こ
と
に
な
り
、
国
家
機
構
を
維
持
す
る
う
え
で
印
制
が
重
要
な
意
味
を
も

つ
よ
う
に
な
っ
た
。

注
６ 　

安
徽
の
地
に
興
っ
た
印
派
で
明
の
何
震
（
雪
漁
、
一
五
三
五
？
～

一
六
〇
四
？
）
を
開
祖
と
し
、
程
邃
（
穆
倩
、
一
六
〇
五
～
一
六
九
一
）
な
ど

の
名
手
を
輩
出
し
た
。

注
７ 　

西
泠
八
家
と
呼
ば
れ
る
。
丁
敬
以
下
、
図
版
掲
出
の
奚
岡
（
鐡
生
、

一
七
四
六
～
一
八
〇
三
）、
陳
鴻
壽
（
曼
生
、
一
七
六
八
～
一
八
二
二
）、
趙
之

琛
（
次
閑
、
一
七
八
一
～
一
八
五
二
）
の
ほ
か
、
蔣
仁
（
山
堂
、
一
七
四
三
～

一
七
九
五
）、
黄
易
（
小
松
、
一
七
四
四
～
一
八
〇
二
）、
陳
豫
鍾
（
秋
堂
、

一
七
六
二
～
一
八
〇
六
）、
銭
松
（
叔
蓋
一
八
〇
七
～
一
八
六
〇
）
が
い
る
。

注
８ 　

鄧
石
如
に
師
事
し
、
そ
の
著
『
藝
舟
雙
楫
』
で
、
鄧
を
清
朝
第
一
の
書
家
と

賞
揚
し
た
。
尊
崇
す
る
鄧
の
書
法
篆
刻
の
研
究
を
、
入
室
の
弟
子
で
あ
る
譲
之

に
強
く
勧
め
た
と
い
わ
れ
る
。
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注
９ 　
『
呉
譲
之
印
譜
』
の
序
に
自
身
の
篆
刻
遍
歴
を
述
べ
て
い
る
。
二
玄
社
刊
『
中

国
篆
刻
叢
刊
』
二
三
・
二
四
巻
の
解
説
に
詳
し
い
。

注
10 　

趙
之
謙
刻
〔
會
稽
趙
之
謙
字
撝
叔
印
〕
の
款
。
自
刻
自
用
の
仿
漢
印
に
わ
ざ

わ
ざ
叙
す
る
程
で
あ
る
か
ら
、
相
当
の
賞
讃
で
あ
る
。
同
時
に
、
こ
の
作
は
譲

之
に
も
負
け
な
い
ほ
ど
の
良
い
出
来
栄
え
だ
と
い
う
自
信
の
表
れ
で
も
あ
る
。

注
11 　
『
趙
撝
叔
印
譜
』
に
寄
せ
た
譲
之
の
序
文
中
に
見
る
。『
中
国
篆
刻
叢
刊
』

二
三
・
二
四
巻
所
収
の
解
説
に
よ
る
。

注
12 　

趙
之
謙
刻
〔
松
江
沈
樹
鏞
攷
蔵
印
記
〕
の
款
。
前
の
文
は
、「
法
を
取
る
こ
と

秦
詔
漢
鐙
の
間
に
在
り
」。
権
量
銘
と
漢
金
文
の
字
風
を
融
合
し
て
印
に
入
れ
た

も
の
で
、
か
つ
て
な
い
新
し
い
手
法
で
あ
る
と
言
う
。

過
去
の
印
人
は
、
秦
漢
印
を
法
と
し
て
、
印
中
に
印
を
求
め
た
が
、
清
の
中

期
以
降
、
印
以
外
の
金
石
文
字
に
も
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

注
13 　

姓
は
大
島
氏
、
名
は
孟
彪
、
字
は
孺
皮
、
甲
斐
高
梨
の
人
。
中
国
よ
り
舶
載

さ
れ
始
め
た
明
清
名
家
の
印
譜
や
古
銅
印
譜
に
着
目
し
、
気
韻
の
高
い
高
古
な

作
風
を
樹
立
、
明
末
の
俗
流
を
追
う
当
時
の
印
壇
に
変
革
を
も
た
ら
し
た
。
世

に
印
聖
と
称
さ
れ
る
。

注
14　

西
川
寧
『
書
品
』
第
五
一
号
よ
り
引
用
。

注
15 　

松
丸
東
魚
遺
稿
『
東
魚
文
集
』
二
五
八
頁
〈
東
魚
橅
古
印
存
襍
想
〉
中
に
こ

の
筌
廬
の
言
葉
を
録
す
る
。

注
16　

西
川
寧
『
河
井
荃
廬
の
篆
刻
』
解
説
四
五
頁
よ
り
引
用
。

注
17 　

当
時
横
行
し
た
高
芙
蓉
の
偽
作
説
に
つ
い
て
答
え
た
も
の
。『
書
品
』
第
二
八

号　
〈
漢
委
奴
国
王
印
の
問
題
―
天
明
期
の
印
学
〉
一
九
五
二
年
。

注
18 　

一
九
六
七
年
、
東
洋
文
庫
に
お
い
て
〈
中
国
古
印
に
つ
い
て
〉
と
題
し
講
演
、

そ
の
要
約
を
『
東
洋
学
報
』
第
五
〇
巻
第
三
号
に
、〈
漢
代
漢
印
私
見
〉
と
し
て

発
表
、
そ
の
中
で
、
金
印
に
つ
い
て
独
自
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。

近
年
ま
た
、
こ
の
金
印
の
よ
み
か
た
の
問
題
が
蒸
し
返
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
、

〈
国
宝
金
印
「
漢
委
奴
国
王
」
の
読
み
方
〉（
二
〇
〇
四
年
謙
慎
書
道
会
発
行
）

に
よ
っ
て
異
説
を
論
破
し
た
。
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